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同
三
十
一
年
、
釘
議
高
橋
藤

一
や
小
山
利
市
ら
は
、
日
浦
簡
易
昇
降
場
設
置
運
動
を
開
始
し
、
三
十
四
年
十
二
月
、
浜
田
補

駅
の
実
現
と
な
っ
た
。
前
年
末
鵡
川

・
厚
真
間
に
早
来
バ
ス
の
定
婦
音
徳
む
始
ま
っ
て
い
た
の
で
、
日
浦
地
区
の
交
通
は
画
期

的
に
便
利
に
な
っ
た
。
同
三
十
九
年
か
ら
■
力
年
計
画
て
毎
年
争
封
騰
ド
ラ
ッ
タ
に
よ
る
客
土
事
業
が
実
施
さ
れ
た
。
こ
の
土

地
改
良
事
業
に
よ
り
、
こ
の
田
浦
地
区

一
帯
は
美
事
な
水
田
地
帯
に
生
れ
か
わ
っ
た
。

な
お
、
日
浦
の
入
鹿
別
川
を
決
ん
だ
対
岸
厚
真
町
内
鹿
沼
に
開
拓
中
の
酪
農
バ
イ
ロ
ッ
ト
組
合
の
過
半
数
の
組
合
員
は
、
田

浦
在
住
の
農
家
で
あ
る
。

明
治
二
十
五
年
の
春
、
札
幌
の
大
江
常
三
郎
が
日
高
で
馬
を
買
っ
た
。
鵡
川
の
宿
で
そ
の
馬
に
逃
げ
ら
れ
、
捉
跡
を
た
ど
っ

て
探
す
う
ち
に
仁
立
内

（今
の
二
官
）
へ
は
い
っ
た
。
ヶ
つ
そ
う
と
し
た
原
始
林
が
農
耕
に
適
し
た
肥
沃
な
土
地
で
あ
る
こ
と

を
知
っ
て
、　
一
た
ん
札
幌
へ
戻
っ
た
が
、
さ
っ
そ
く
払
下
げ
出
願
を
し
た
。

翌
二
十
六
年
、
厚
別
か
ら
広
島
、
福
井
両
県
出
身
の
開
拓
民

一
一
戸
を
誘
っ
て
入
地
し
た
。
九
太
の
掘
立
小
屋
に
、
よ
し
葺

き
、
床
板
な
こ
の
大
き
な
土
間
に
焚
火
を
し
て
曖
を
と
っ
た
。

一
戸
当
り
五
町
歩
、
成
功
期
限
五
カ
年
で
無
償
給
付
と
い
う
道
庁
の
貸
付
制
度
で
あ
っ
た
。
さ
っ
そ
く
伐
木
に
か
か

っ
た

が
、
米
食
な
ど
は
思
い
ヽ
よ
ら
ず
、
芋

・
稗

。
野
菜
類
が
哺
食
で
あ
つ
た
。
現
在
の
高
橋
勇
の
土
地
に
は
水
督
重
嗜
、
前
日
賢

三
の
土
地
に
村
田
仙
蔵
ヽ
中
川
嘉

一
０
と
こ
ろ
に
た
江
‘常
二
郎
が
居
を
か
ま
え
て
い
た
。
「
ｄ
刑
翻
洲
劇
皿
剰
劇
欄
倒
劉
引
刊
到

割
棚
冽
割
湖
川
川
＝
湖
到
副
刻
剰
割
引
刻
劇
潮
剰
劇
Ⅶ
¶
Ⅷ
劇
柵
淵
＝
躙
馴
劉
し
た
の
が
、
こ
の
あ
た
り
の
米
作
舛
の
は
じ
ま
り

と
い
わ
れ
る
。

明
治
一
十

一
年
ら
大
水
争
に
つ
づ
い
て
、
聾
三
十
二
年
に
濃
霧
と
冷
害
の
た
め
凶
作
、
そ
一
一
斎‐
藤
吉
太
夫
は
単
身
稗
種
子

明
治
二
十
五
年
、
仁
立
内
の
水
野
重
吉
が
五
反
歩
の
水
田
を
造
成
し
、
反
当
り
四
俵
の
収
穫
を
得
た
の
が
当
町
に
お
け
る
水

稲
栽
培
の
晴
矢
と
い
わ
れ
、
明
治
四
十
年
に
は
毛
奈
城
の
村
井
八
三
郎
が
ヤ
チ
水
を
潅
漑
し
て
造
田
を
行
な
い
、
七
反
歩
の
水

稲
栽
培
に
成
功
し
た
の
が
毛
奈
城
地
区
の
創
始
で
あ
る
。

２

東

部

地

区

明
治
三
十
二
年
の
秋
、
生
竜
部
落
の
明
村
京
四
郎

・
林
千
吉

。
中
島
惣
太
郎

・
精
木
清
吉
ら
が
協
力
し
て
一
反
歩
の
造
田
に

着
手
し
、
翌
年
の
二
月
、
種
糎
を
栗
山
町
の
小
島
正
八
郎
か
ら
購
入
し
て
試
作
し
、
反
当
り
三
俵
半
の
収
穫
を
得
た
の
で
、
そ

の
後
は
同
部
落
の
水
田
開
発
が
盛
ん
に
な
り
、
水
車
な
ど
に
よ
る
灌
漑
が
行
な
わ
れ
た
り
し
て
水
稲
耕
作
が
次
第
に
広
ま
っ
て

い
っ
た
。

二
千
町
歩
を
越
え
る
美
田
を
も
っ
て
い
る
が
、
こ
れ

の
開
拓
の
歴
史
を
通
し
て
得
た
成
果
で
あ
る
。
明

大
通
り
が
室
蘭
方
面
と
浦
河
方
面
と
を
結
ぶ
幹
線
道

ム
カ
フ
に
あ
り
、
完
成
し
た
大
道
は

「
シ
ン
ミ
チ
」

で
、
新
市
街
が
で
き
か
か
っ
て
い
た
頃
で
あ
る
。

東
地
区
や
、
春
日
方
面
で
は
沢
の
一
部
、
二
官
の
沢


